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はじめに

このドキュメントは、XAPI サポートがインストールされている Oracle StorageTek ACSLS サーバーの構成情報および管理情報を提供します。


対象読者

このドキュメントは、ACSLS XAPI サーバーの構成および保守を担当するストレージ管理者、システムプログラマおよびオペレータを対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc) を参照してください。


Oracle Support へのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Support を通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs) を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle StorageTek ELS リリース 7.3 ドキュメントセットおよび ACSLS リリース 8.4 ドキュメントセットの次のドキュメントを参照してください。

	
ACSLS 8.4 管理者ガイド


	
ACSLS 8.4 インストールガイド


	
ACSLS 8.4 クイックリファレンス


	
ELS 7.3 コマンド、制御文、およびユーティリティーリファレンス


	
SMC の構成および管理 7.3


	
VM Client インストール、構成、および管理ガイド








表記規則

このドキュメントでは、次のテキスト表記規則を使用しています。


	表記規則
	意味

	太字
	太字は、アクションに関連付けられたグラフィカルユーザーインタフェースの要素、またはテキストや用語集で定義される用語を示します。

	斜体
	斜体は、マニュアルタイトル、強調、または特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。

	モノスペース
	モノスペースは、段落内のコマンド、URL、例のコード、画面に表示されるテキスト、またはユーザーが入力するテキストを示します。









構文規則




	
注記:

次の構文規則は、XAPI および XCMD 構文にのみ適用されます。ACSLS のコマンドおよびユーティリティーに適用される構文規則については、『ACSLS 管理者ガイド』を参照してください。







構文フローダイアグラムでは、次の表記法を使用します。


フロー線

構文ダイアグラムは、水平の基本線と、水平/垂直の分岐線、コマンドを表すテキスト、制御文、マクロ、またはユーティリティーで構成されます。ダイアグラムは、左から右、上から下へ読み取ります。矢印はフローと方向を示しています。例:

[image: 周囲のテキストで説明されています]




必須選択

分岐線は、1 つを選択する必要があることを示します。選択項目の 1 つが基線上にある場合は、選択項目をどれか 1 つ必ず選択してください。例:

[image: convention2.pngについては、周囲のテキストで説明しています。]




オプション選択

最初の選択項目が基線より下にある場合は、項目の 1 つをオプションとして選択できます。例:

[image: convention3.pngについては、周囲のテキストで説明しています。]




デフォルト

デフォルト値およびパラメータは、基本線より上に表示されます。例:

[image: convention4.pngについては、周囲のテキストで説明しています。]

一部のキーワードパラメータには、スタックからの値を選択できます。スタックにデフォルト値が含まれている場合、選択対象のキーワードと値は基本線より下に表示され、これらのキーワードと値がオプションであることが示されます。デフォルト値は、キーワード線より上に表示されます。例:

[image: convention5.pngについては、周囲のテキストで説明しています。]




繰り返し

繰り返し記号は、複数の選択が可能であること、または 1 つの選択を 2 回以上実行できることを示しています。次の例では、繰り返しの区切り文字としてカンマを使用する必要があることを示しています。例:

[image: convention6.pngについては、周囲のテキストで説明しています。]




キーワード

コマンドキーワードは、すべて大文字で表記するか、大文字と小文字を組み合わせて表記します。コマンドの大文字/小文字が区別されていない場合は、大文字と小文字の組み合わせが使用され、この場合の略字表記には小文字が除外されます。





変数

イタリック体は、変数を表します。





代替値

パラメータの代替値は、垂直バー (|) で区切ります。





オプション

大括弧 [ ] は、コマンドパラメータがオプションであることを示します。





区切り文字

構文図で、項目とともにカンマ (,) やセミコロン (;) などの区切り文字が示されている場合は、文の一部としてこれらの区切り文字を入力する必要があります。





範囲

範囲を表す場合は、同じ長さとデータタイプを有する 2 つの要素 (両要素も範囲内に含まれる) をダッシュで結んで表します。最初の要素は、必ず 2 番目の要素より小さくなければなりません。





16 進数の範囲

16 進数の範囲は、2 つの 16 進数で構成されます (例: 0A2-0AD または 000-0FC)。





10 進数の範囲

10 進数の範囲は、2 つの 10 進数で構成されます (例: 1-9 または 010-094)。先行 0 は不要です。10 進数の部分は増分域です。増分部分の文字位置は 2 つの範囲要素で一致していなければなりません。増分されない部分の文字は、両要素で一致していなければなりません。





HSC 形式の VOLSER 範囲

HSC 形式の数字の VOLSER 範囲 (vol-range) は、1 桁から 6 桁の 10 進数部分を含む 2 つの VOLSER 要素で構成されます (例: ABC012-ABC025 または X123CB-X277CB)。10 進数の部分は増分域です。次の制限が適用されます。

	
増分部分の文字位置は 2 つの範囲要素で一致していなければなりません。


	
増分されない部分の文字は、両要素で一致していなければなりません。


	
範囲要素の複数箇所を増分することはできません。最初の要素が 111AAA の場合、2 番目の要素で 112AAB と指定することはできません。


	
VOLSER 範囲で 10 進数が 2 か所以上使用されている場合は、あらゆる箇所が増分域として有効です。例:

	
A00B00 - 指定可能な最大範囲は A00B00 - A99B99。


	
A0B0CC - 指定可能な最大範囲は A0B0CC - A9B9CC。


	
000XXX - 指定可能な最大範囲は 000XXX - 999XXX。







HSC 形式のアルファベットによる VOLSER 範囲 (vol-range) は、増分する 1 - 6 文字のアルファベットを伴う 2 つの VOLSER 要素で構成されます (例: 000AAA-000ZZZ または 9AAA55-9ZZZ55)。この部分は増分域です。次の制限が適用されます。

	
増分部分の文字位置は 2 つの範囲要素で一致していなければなりません。


	
増分されない部分の文字は、両要素で一致していなければなりません。


	
範囲要素の複数箇所を増分することはできません。最初の要素が 111AAA の場合、2 番目の要素で 112AAB と指定することはできません。


	
VOLSER 範囲のアルファベット部分は、A - Z と定義されています。複数文字のシーケンスを増分する場合、個々の文字が Z まで増分します。たとえば、ACZ は AAA-AMM 範囲内にあります。次の例を参照してください。

	
A00A0-A99A0

VOLSER は A00A0 - A09A0 まで増分し、そのあと、A10A0 - A99A0 まで増分します。


	
9AA9A-9ZZ9A

VOLSER は 9AA9A - 9AZ9A まで増分し、そのあと 9BA9A - 9ZZ9A まで増分します。


	
111AAA-111ZZZ

VOLSER は 111AAA - 111AAZ まで増分し、そのあと 111ABA - 111ZZZ まで増分します


	
999AM8-999CM8

VOLSER は 999AM8 - 999AZ8 まで増分し、そのあと 999BA8 - 999CM8 まで増分します


	
A3BZZ9-A3CDE9

VOLSER は A3BZZ9 - A3CAA9 まで増分し、そのあと A3CAB9 - A3CDE9 まで増分します


	
AAAAAA-AAACCC

VOLSER は AAAAAA - AAAAAZ まで増分し、そのあと AAAABA - AAACCC まで増分します


	
CCCNNN-DDDNNN

VOLSER は CCCNNN - CCCNNZ まで増分し、そのあと CCCNOA - DDDNNN まで増分します。これは非常に広い範囲になります。




アルファベットによる VOLSER 範囲のボリューム数は、VOLSER 範囲で使用する増分部分の要素数によって決定されます。各文字位置での A - Z 範囲のボリューム数は、増分対象のポジション数の 26 乗になります。

	
A-Z は 261 (26) 個のボリュームと同じです。


	
AA-ZZ は 262 (676) 個のボリュームと同じです。


	
AAA-ZZZ は 263 (17,576) 個のボリュームと同じです。


	
AAAA-ZZZZ は 264 (456,976) 個のボリュームと同じです。


	
AAAAA-ZZZZZ は 265 (11,881,376) 個のボリュームと同じです。


	
AAAAAA-ZZZZZZ は 266 (308,915,776) 個のボリュームと同じです。











ACSLS 形式の英数字の volser 範囲

ACSLS 形式の英数字の volser 範囲は、上記で指定された HSC 形式のボリュームパターン範囲に準拠する必要はありません。次の制限が適用されます。

	
範囲に指定する 2 つの volser の文字数は同じである必要があります。


	
範囲に指定する最初の volser 要素は、必ず 2 番目の volser 要素より小さくなければなりません。


	
指定した volser が 6 文字より短い場合、volser は空白で埋められた左揃えの 6 文字フィールドとして評価されます。


	
ASCII 照合順序を使用して評価した場合に、最初の volser 要素よりも厳密に大きいか等しく、かつ 2 番目の volser 要素よりも厳密に小さいか等しい volser だけが、範囲内にあります。たとえば、volser 範囲 123456-234567 には volser 12345A が含まれます。







	
注記:

	
有効な HSC 形式の volser 範囲は、ACSLS 形式の volser 規則では常に有効です。ただし、有効な ACSLS 形式の volser 範囲が、HSC 形式の volser 規則で評価した場合には有効でないことがあります。


	
volser 範囲を受け入れる XCMD コマンドのほとんどでは、範囲は HSC の volser 規則に準拠している必要があります。どちらの形式の volser 範囲も受け入れるコマンドは XCMD SET POOL_Name コマンドだけです。
















リスト

リストは、1 つまたは複数の要素で構成されます。複数の要素を指定する場合は、各要素をカンマまたは空白スペースで区切り、リスト全体を括弧で囲みます。





空白スペース

キーワードパラメータおよび値の区切りには、任意の数の空白スペースを使用できます。










1 概要 

この章では、ACSLS への XAPI Client インタフェースの概要を示し、XAPI 対応 ACSLS サーバーをターゲットにしたコマンドの入力を可能にする XCMD インタフェースについて説明します。


ACSLS サーバーへの XAPI Client インタフェースとは

XML API (XAPI) は、StorageTek のクライアントとサーバーが、共通のプロトコルを使用して TCP/IP 経由で通信できるようにする Oracle の StorageTek API です。

この XAPI の導入によって、これまでは実際のテープ処理に MVS ベースのサーバー (Oracle の StorageTek Host Software Component) を使用する必要のあったクライアントが、次のように ACSLS (XAPI サポートに対応) を使用できるようになりました。

	
MVS 上の SMC クライアントから、XAPI サポートに対応している ACSLS サーバーに実際のテープ要求を要求できるようになりました (MVS/CSC は必要ありません)。

詳細は、ELS ドキュメント『SMC の構成および管理』を参照してください。


	
VM Client から、XAPI サポートに対応している ACSLS サーバーに実際のテープサービスを要求できるようになりました。

詳細は、ELS ドキュメント『VM Client インストール、構成、および管理ガイド』を参照してください。




XAPI サービスは ACSLS 8.4 以降のリリースでサポートされています。ACSLS XAPI サービスのインストールおよび構成の詳細については、『StorageTek ACSLS 8.4 インストールガイド』を参照してください。





XCMD インタフェースコンポーネントとは

ACSLS cmd_proc コンポーネントは、ACSLS システムおよび ACSLS によって制御されるライブラリをお客様が管理できるようにする、ACSLS のコマンド行インタフェースです。

cmd_proc の使用に関する詳細は、『StorageTek Automated Cartridge System Library Software 管理者ガイド』の「概要」の章を参照してください。XCMD コマンドは ACSLS cmd_proc の拡張です。ACSLS XAPI サーバーコンポーネントがインストールされアクティブになっている場合、ACSLS XAPI サーバーコンポーネントのユーザーはこのコマンドを使用して、既存の ACSLS cmd_proc コンポーネントから XAPI サーバーのユーザー要求および管理者要求を限られた数だけ入力できます。

ACSLS cmd_proc から XCMD コマンドを使用して入力できる XAPI サーバーコマンドについては、第3章 XCMD XAPI 構成および管理コマンドを参照してください。

ACSLS cmd_proc から XCMD コマンドを使用して入力できる XAPI オペレータコマンドについては、第4章 XCMD XAPI サーバーオペレータコマンドを参照してください。

さらに、SMC/MVS Route コマンドまたは VM/Client Route コマンドを使用して、XAPI サーバーオペレータコマンド、XCMD 構成および管理コマンド、および HSC/VTCS XAPI コマンドを MVS または VM ホストから発行できます。ただし、特定のパラメータの制限が適用されます。

サポートされている HSC/VTCS コマンドとその他の XAPI 要求、およびパラメータの制限については、第5章 XCMD での XAPI ユーザー要求と HSC/VTCS コマンドのサポートを参照してください。








2 XCMD コマンドの規則

SMC/MVS および VM/Client と XAPI 対応 ACSLS サーバーの間のクライアント/サーバーの対話の大部分は、エンドユーザーに対して透過的です。ボリューム情報、マウント、およびマウント解除の要求は、SMC/MVS および VM/Client によって自動的に生成され、オペレータの介入なしで処理されます。

これらの自動対話に加えて、XAPI を使用する ACSLS サーバーは、XAPI コンポーネントの管理を可能にする追加の管理者コマンド、構成コマンド、およびオペレータコマンドを提供します。

	
XCMD XAPI サーバーの構成および管理コマンドについては、第3章 XCMD XAPI 構成および管理コマンドを参照してください。


	
XCMD XAPI サーバーオペレータコマンドについては、第4章 XCMD XAPI サーバーオペレータコマンドを参照してください。




これらのコマンドは、ACSLS の基本インストールには含まれませんが、ACSLS XAPI コンポーネントをオプションでインストールすると使用可能になります。ACSLS および ACSLS XAPI コンポーネントのインストールについては、『StorageTek Automated Cartridge System Library (ACSLS) インストールガイド』を参照してください。

これらのコマンドを実行するには、ACSLS cmd_proc から発行する XCMD コマンド機能を使用します。このコマンドの一般的な構文は次のとおりです。

XCMD command

ここで、command は、このドキュメントに記載されている ACSLS XAPI コンポーネントのコマンドの 1 つです。




	
注記:

XCMD コマンド機能を使用して、ACSLS XAPI サーバーでサポートされている任意の XAPI ユーザー要求を発行することもできます。詳細は、第5章 XCMD での XAPI ユーザー要求と HSC/VTCS コマンドのサポートを参照してください。







ACSLS cmd-proc から XCMD コマンドを発行するときは常に、次の規則が適用されます。

	
XCMD は ACSLS コマンドプロンプトを使用しません。


	
キーワードパラメータとその値を入力するときは、値の前に 1 つの空白文字を付加する必要があります。


	
XCMD コマンドは大文字または小文字で入力できます。ACSLS XAPI コンポーネントはコマンド入力をすべて自動的に大文字に変換します。たとえば、サブプール名「Testpool1」、「testpool1」、「TestPool1」、および「TESTPOOL1」はすべて、同じサブプール名「TESTPOOL1」に変換されます。




	
注記:

通常の ACSLS cmd_proc コマンドおよびパラメータは、通常は小文字で指定されます。vol_id (volser) を除き、小文字が自動的に大文字に変換されることはありません。








	
XCMD パラメータ値の前に等号 (=) を付加することはできません。


	
XCMD の値を括弧で囲むことはできません。複数の値がサポートされている場合は、各値をカンマで区切ることができます。たとえば、複数のボリュームを照会するには、XCMD QUERY VOLUME(volser1,volser2) ではなく、XCMD QUERY VOLUME volser1,volser2 と入力します。









3 XCMD XAPI 構成および管理コマンド

この章では、XCMD でサポートされている XAPI 構成および管理コマンドについて説明します。これらのコマンドは、ACSLS リリース 8.4 の ELS 互換ボリュームプール機能を有効にします。次のようなコマンドがサポートされています。

	
DEFINE POOL_Name


	
DEFINE POOL_Access


	
DELETE POOL_Name


	
DELETE POOL_Access


	
SET POOL_Name


	
QUERY POOL_Name


	
QUERY POOL_Access




これらのコマンドは、ACSLS user_proc から XCMD コマンドを使用して発行します。詳細は、第2章 XCMD コマンドの規則を参照してください。

次のコマンドセクションの構文フローダイアグラムで使用される規則については、構文規則を参照してください。



DEFINE POOL_Name

次のセクションでは、DEFINE POOL_Name コマンドについて説明します。


説明

DEFINE POOL_NAME コマンドは、ACSLS プール ID にプールタイプとプール名を関連付けます。





構文

次の図は、DEFINE POOL_Name コマンドの構文を示しています。


図3-1 DEFINE POOL_Name コマンドの構文

[image: 図3-1 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図3-1に示すように、DEFINE POOL_Name コマンドには次のパラメータが含まれます。

	pool_name
	
最大 13 文字のプール名。プール名には、パーセント記号 (%)、アンダースコア (_)、アスタリスク (*) を除き、任意の文字を含めることができます。


	POOLTYpe
	
プールのタイプ。Scratch (デフォルト) または Mvc です。


	POOLId (nnnnn)
	
オプションで、プール ID (nnnnn) を指定します。




	
このパラメータを指定する場合は、現在存在していないプール ID を指定する必要があります。


	
このパラメータを指定しない場合は、10000 以降で最初の未使用の値がプール ID として自動的に割り当てられます。








例

次の例では、ユーザーは DEFINE POOL_Name コマンドを発行してスクラッチプール SCRPOOL1 を定義します。

XCMD DEFINE POOL_NAME SCRPOOL1 POOLTYPE SCRATCH








DEFINE POOL_Access

次のセクションでは、DEFINE POOL_Access コマンドについて説明します。


説明

DEFINE POOL_Access コマンドは、指定のホストに許可される pool_name へのアクセスを定義します。特定の pool_name に対してプールアクセスが定義されていない場合は、すべてのアクセスが許可されます。





構文

次の図は、DEFINE POOL_Access コマンドの構文を示しています。


図3-2 DEFINE POOL_Access コマンドの構文

[image: 図3-2 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図3-2に示すように、DEFINE POOL_Access コマンドには次のパラメータが含まれます。

	pool_name
	
最大 13 文字のプール名。プール名には、パーセント記号 (%)、アンダースコア (_)、アスタリスク (*) を除き、任意の文字を含めることができます。指定する pool_name は、DEFINE POOL_Name コマンドを使用してプールタイプ SCRATCH で事前に定義されている必要があります (MVC プールに対してアクセスは定義されない)。詳細は、DEFINE POOL_Nameを参照してください。


	HOSTid host_name
	
最大 31 文字のホスト名を指定します。このパラメータは必須です。

指定する HOSTid は、インターネット完全修飾ドメイン名のホスト名の部分です。たとえば、完全修飾ドメイン名が myhost.plus.domain.name の場合、指定する HOSTid は myhost です。


	ALLOWMount
	
オプションで、マウントアクセスを指定します。True または False を指定できます。このパラメータは、POOLTYPE MVC として定義されているプールに対してのみ有効です。


	ALLOWSELscratch
	
オプションで、スクラッチボリュームに対する XAPI コマンド query_scr_mnt_info、sel_scratch、および mount へのアクセスを指定します。True または False を指定できます。このパラメータを指定しない場合は、デフォルトで True に設定されます。

このパラメータは、POOLTYPE SCRATCH として定義されているプールに対してのみ有効です。MVC として定義されているプールに対してこのパラメータを指定すると、パラメータは自動的にデフォルトの False になります。


	ALLOWSCRatch
	
オプションで、スクラッチアクセスを指定します。True または False を指定できます。このパラメータを指定しない場合は、デフォルトで True に設定されます。

このパラメータは、POOLTYPE SCRATCH として定義されているプールに対してのみ有効です。MVC として定義されているプールに対してこのパラメータを指定すると、パラメータは自動的にデフォルトの False になります。








例

次の例では、ユーザーは DEFINE POOL_Access コマンドを発行して、スクラッチプール名 SCRPOOL1 に対する設定アクセスを定義します。ここで、ホストは PRODMVS で、ALLOWMOUNT および ALLOWSCRATCH は True です。

XCMD DEFINE POOL_ACCESS SCRPOOL1 HOSTID PRODMVS ALLOWMOUNT TRUE ALLOWSCRATCH TRUE








DELETE POOL_Name

次のセクションでは、DELETE POOL_Name コマンドについて説明します。


説明

DELETE POOL_Name コマンドはプールを削除します。このコマンドは ACSLS delete pool コマンドに似ていますが、次の点が異なります。

	
入力では、プール IDの代わりにプール名を指定します。


	
ユーザーは、プールに割り当てられているボリュームをプール 0 に割り当て直すこともできます。




ACSLS delete pool コマンドの詳細については、『StorageTek Automated Cartridge System Library Software (ACSLS) 管理者ガイド』を参照してください。





構文

次の図は、DELETE POOL_Name コマンドの構文を示しています。


図3-3 DELETE POOL_Name コマンドの構文

[image: 図3-3 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図3-3に示すように、DELETE POOL_Name コマンドには次のパラメータが含まれます。

	pool_name
	
最大 13 文字のプール名。プール名には、パーセント記号 (%)、アンダースコア (_)、アスタリスク (*) を除き、任意の文字を含めることができます。指定する pool_name は、DEFINE POOL_Name コマンドを使用して事前に定義されている必要があります。詳細は、DEFINE POOL_Nameを参照してください


	RESETvols
	
削除するプールに現在割り当てられているボリュームを、プール 0 に割り当て直すように指定します。このパラメータを指定しない場合、現在プール内にボリュームが存在していると、delete pool-name コマンドは失敗します。








例

次の例では、ユーザーは DELETE POOL_Name コマンドを発行してプール SCRPOOL1 を削除し、そのボリュームをプール 0 (デフォルトプール) に割り当て直します。

XCMD DELETE POOL_NAME SCRPOOL_TEST1 RESETVOLS








DELETE POOL_Access

次のセクションでは、DELETE POOL_Access コマンドについて説明します。


説明

DELETE POOL_Access コマンドは、単一のホスト名 (host_id) に関連付けられたプールアクセス規則を削除するか、すべてのホストのプールアクセス規則をすべて削除します。

	
ホスト名 (host_id) を指定すると、指定したホストのアクセス規則のみが指定のプールから削除されます。


	
ALLhost を指定すると、そのプールのプールアクセス規則がすべて削除されます。








構文

次の図は、DELETE POOL_Access コマンドの構文を示しています。


図3-4 DELETE POOL_Access コマンドの構文

[image: 図3-4 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

DELETE POOL_Access コマンドの構文に示すように、DELETE POOL_Access コマンドには次のパラメータが含まれます。

	pool_name
	
最大 13 文字のプール名。プール名には、パーセント記号 (%)、アンダースコア (_)、アスタリスク (*) を除き、任意の文字を含めることができます。指定する pool_name は、DEFINE POOL_Name コマンドを使用して事前に定義されている必要があります。詳細は、DEFINE POOL_Nameを参照してください。


	HOSTid host_name
	
オプションで、最大 31 文字のホスト名を指定し、このホスト ID のアクセス制限を削除する (ほかのホスト ID のアクセス規則は変更しない) ように指定します。このパラメータは ALLhost と一緒には指定できません。


	ALLhost
	
オプションで、特定の pool_name に対するすべてのホスト ID のアクセス制限を削除するように指定します。このパラメータは HOSTid と一緒には指定できません。








例

次の例では、ユーザーは DELETE POOL_Access コマンドを発行して、ホスト PRODMVS から SCRPOOL1 へのプールアクセスを削除します。

XCMD DELETE POOL_ACCESS SCRPOOL1 HOSTID PRODMVS








SET POOL_Name

次のセクションでは、SET POOL_Name コマンドについて説明します。


説明

SET POOL_Name コマンドは、プール名にボリュームを割り当てるか、プール名に低位境界値を設定します。




	
注記:

コマンド構文が有効な場合は、範囲内の一部のボリュームをプールに追加できない場合でも、指定したボリューム範囲がデータベースに追加されます。次のいずれかの条件に当てはまる場合、ボリュームはプールへの追加に不適格です。
	
ボリュームが LOCK (ロックされた) 状態にある。


	
FORCE が指定されていない場合に、ボリュームがすでに別のプールに含まれている。


	
ボリュームが論理ライブラリに含まれている。


	
ボリュームに ACSLS 所有者が存在し、アクセス制御が有効になっている。
















構文

次の図は、SET POOL_Name コマンドの構文を示しています。


図3-5 SET POOL_Name コマンドの構文

[image: 図3-5 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図3-5に示すように、SET POOL_Name コマンドには次のパラメータが含まれます。

	pool_name
	
最大 13 文字のプール名。プール名には、パーセント記号 (%)、アンダースコア (_)、アスタリスク (*) を除き、任意の文字を含めることができます。指定する pool_name は、DEFINE POOL_Name コマンドを使用して事前に定義されている必要があります。詳細は、DELETE POOL_Nameを参照してください。


	LOWwater nnnnnnn
	
オプションで、プールに含まれている必要がある使用可能なボリュームの最小数を定義します。使用可能なボリュームの数が低位境界値を下回ると、ACSLS システムは警告メッセージを生成します。


	VOLumes または VOLSer (volser-list、volser-range、range-list)
	
オプションで、volser のリスト、volser 範囲、または volser 範囲のリストを指定します。個別のボリュームまたは範囲を最大 16 個まで指定できます。

ボリューム範囲は ACSLS 形式の volser 範囲 (ASCII 照合順序) に従って評価されます。HSC ボリュームパターン範囲に準拠している必要はありません。ただし、1 つの範囲を表す 2 つのボリュームシリアル番号の文字数は同じである必要があり、それと同じ文字数のボリュームシリアル番号のみがその範囲内にあると見なされます。たとえば、1234-12356 という範囲は無効です。範囲 1234-2345 の場合、ボリュームシリアル番号 123567 は範囲内にあるとは見なされません。指定した範囲が有効な場合は、範囲内の一部のボリュームをプールに割り当てることができない場合でも、指定した範囲がデータベースに追加されます。指定するボリューム範囲は、既存のボリューム範囲に重複していないことと、相互に重複していないことが必要です。

ボリューム範囲は ACSLS 形式の volser 範囲に従って評価されます。

	
範囲に指定する 2 つの volser の文字数は同じである必要があります。


	
範囲に指定する最初の volser 要素は、必ず 2 番目の volser 要素より小さくなければなりません。


	
指定した volser が 6 文字より短い場合、volser は空白で埋められた左揃えの 6 文字フィールドとして評価されます。


	
ASCII 照合順序を使用して評価した場合に、最初の volser 要素よりも厳密に大きいか等しく、かつ 2 番目の volser 要素よりも厳密に小さいか等しい volser だけが、範囲内にあります。たとえば、volser 範囲 123456-234567 には volser 12345A が含まれます。




指定した範囲が有効な場合は、範囲内の一部のボリュームをプールに割り当てることができない場合でも、指定した範囲が pool_name データベースに追加されます。指定するボリューム範囲は、既存のボリューム範囲に重複していないことと、相互に重複していないことが必要です。


	ADD
	
指定のボリューム範囲をプールの既存の範囲に追加するように指定します。これはデフォルトです。指定する場合は、VOLumes も指定する必要があります。ADD は REPLace と一緒には指定できません。


	REPlace
	
現在指定されているボリューム範囲を指定のボリューム範囲で置き換え、元の範囲に含まれていたボリュームをプール 0 に割り当て直すように指定します。指定する場合は、VOLumes (または VOLSer) も指定する必要があります。REPlace は ADD と一緒には指定できません。


	FORCE
	
オプションで、ほかのプールにすでに割り当てられているボリュームを新しいプールに割り当て直すように指定します。このパラメータが指定されていない場合、別のプールに現在割り当てられているボリュームは更新されません。指定する場合は、VOLumes (または VOLSer) も指定する必要があります。


	APPLY
	
オプションで、事前に定義されているボリューム範囲をデータベース内のボリュームに適用するように指定します。上記の制限のために一部のボリュームが更新されなかった場合は、このパラメータを使用できます。指定する場合は、VOLumes (または VOLSer) も指定する必要があります。








例

次の例のコマンドは、SCRPOOL1 にボリューム DRL001-DRL999 を追加します。

XCMD SET POOL_NAME SCRPOOL_TEST1 VOLUMES DRL001-DRL999








QUERY POOL_Name

次のセクションでは、QUERY POOL_Name コマンドについて説明します。


説明

QUERY POOL_Name コマンドは、すべてのプール、指定の文字で始まるプール、または 1 つのプールを表示します。





構文

次の図は、QUERY POOL_Name コマンドの構文を示しています。


図3-6 QUERY POOL_Name コマンドの構文

[image: 図3-6 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図3-6に示すように、QUERY POOL_Name コマンドには次のパラメータが含まれます。

	pool_name
	
最大 13 文字の既存のプール名か、アスタリスク (*) 文字で終わる汎用名。このパラメータは必須です。

出力の表示は、pool_name の形式によって次のように異なります。

	
pool_name が汎用名でない場合は、一致する 1 つのプールに定義されている volser および volser 範囲がプール情報に表示されます。


	
pool_name が汎用名である (末尾に「*」がある) 場合は、一致するプールに定義されている volser および volser 範囲はプール情報に表示されません。











例

次の例では、ユーザーは QUERY POOL_Name コマンドを発行して、pool1 に関する情報を表示します (関連付けられたボリューム範囲も含まれます)。

XCMD QUERY POOL_NAME POOL1

次の例では、ユーザーは QUERY POOL_Name を発行して、すべての名前付きプールに関する情報を表示します (ボリューム範囲は含まれません)。

XCMD QUERY POOL_NAME *

次の例では、ユーザーは QUERY POOL_Name コマンドを発行して、「A」で始まるすべてのプールに関する情報を表示します (ボリューム範囲は含まれません)。

XCMD QUERY POOL_NAME A*








QUERY POOL_Access

次のセクションでは、QUERY POOL_Access コマンドについて説明します。


説明

QUERY POOL_Access コマンドは、プール名に関連付けられた単一のホストまたはすべてのホストのプールアクセス規則を表示します。





構文

次の図は、QUERY POOL_Access コマンドの構文を示しています。


図3-7 QUERY POOL_Access コマンドの構文

[image: 図3-7 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図3-7に示すように、QUERY POOL_Access コマンドには次のパラメータが含まれます。

	pool_name
	
最大 13 文字のプール名。プール名には、パーセント記号 (%)、アンダースコア (_)、アスタリスク (*) を除き、任意の文字を含めることができます。指定する pool_name は、DEFINE POOL_Name コマンドを使用して事前に定義されている必要があります。詳細は、DEFINE POOL_Nameを参照してください。


	HOSTid host_id
	
オプションで、1-31 文字のホスト名を指定します。指定する host_id は、DEFINE_POOL_Access コマンドを使用して pool_name に対して事前に定義されている必要があります。詳細は、DEFINE POOL_Accessを参照してください。

このパラメータを指定しない場合は、プールに関連付けられたすべてのホストのアクセス規則が表示されます。








例

次の例では、ユーザーは QUERY POOL_Access コマンドを発行して、プール名 SCRPOOL1 に関連付けられたすべてのホストのアクセス規則を照会します。

XCMD QUERY POOL_ACCESS SCRPOOL1










4 XCMD XAPI サーバーオペレータコマンド 

この章では、XCMD でサポートされている XAPI サーバーオペレータコマンドについて説明します。オペレータまたは管理者は、これらのコマンドを使用して ACSLS XAPI コンポーネントをモニターできます。次のようなコマンドがサポートされています。

	
LOG


	
LIST


	
MSGLVL


	
TRACE




これらのコマンドは、ACSLS user_proc から XCMD コマンドを使用して発行します。詳細は、XCMD コマンドの規則を参照してください。

次のコマンドセクションの構文フローダイアグラムで使用される規則については、構文規則を参照してください。



LOG

次のセクションでは、LOG コマンドについて説明します。


説明

LOG コマンドは、現在の XAPI サーバーのログ設定を変更または一覧表示します。




	
注記:

ログファイルの名前と場所は、ACSLS 環境変数によって設定され、デフォルトでは XAPI_WORK_PATH ディレクトリ内のファイル名 vlog.file に設定されます。











構文

次の図は、LOG コマンドの構文を示しています。


図4-1 LOG コマンドの構文

[image: 図4-1 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図4-1に示すように、LOG コマンドには次のパラメータが含まれます。

	LIst
	
オプションで、現在のログ設定を表示するように指定します。コマンドパラメータが指定されていない場合のデフォルトは LIst です。


	log_setting
	
オプションで、目的のログ設定を「0」と「1」から成る一連の文字で指定します。

	
0 は、目的の定位置ログ設定を OFF (無効) にするように指定します。


	
1 は、目的の定位置ログ設定を ON (有効) にするように指定します。




指定した値によって現在のログ設定全体が置き換えられます。マージされるのではありません。定位置ログ設定は次のとおりです。

	
1 - ACSLS XAPI コンポーネントのログにエラーメッセージを記録します。


	
01 - ログファイルにメッセージを記録します。


	
001 - ログファイルに入力トランザクションエラーを記録します。


	
0001 - ログファイルにすべての XML recv() パケットを記録します。


	
00001 - ログファイルにすべての XML send() パケットを記録します。


	
000001 - ログファイルにローカルコマンドと応答を記録します。




XAPI LOG メッセージは $ACS_HOME/log/xapi/vlog.file に保存されます。




	
注記:

LOG コマンドでは、現在定義されている上記の LOG 設定よりも多くの位置 (16) を 0 と 1 で設定および表示できます。これは将来の拡張を考慮したもので、余分な 0 または 1 の LOG 設定は単に無視されます。








	OFF
	
オプションで、ロギングを無効にするように指定します。これは LOG 0 と同等です。








例

次の例では、ユーザーは LOG コマンドを発行して、すべてのエラーおよびすべての XML recv() パケットをログファイルに記録するように XAPI サーバーを設定します。

XCMD LOG 1011








LIST

次のセクションでは、LIST コマンドについて説明します。


説明

LIST コマンドは、現在の XAPI サーバーのステータスおよび設定を一覧表示します。





構文

次の図は、LIST コマンドの構文を示しています。


図4-2 LIST コマンドの構文

[image: 図4-2 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図4-2に示すように、LIST コマンドには次のパラメータが含まれます。

	ALL
	
オプションで、すべての XAPI サーバーのステータスおよび設定を表示します。これは、パラメータを指定せずに LIST コマンドを発行する場合のデフォルトです。


	CB name
	
指定の制御ブロックを文字で表示するように指定し、文字の 16 進数形式を指定します。Oracle サポートの指示でのみ使用してください。

name には次の制御ブロックの 1 つを指定します。

	
HTTPCVT


	
HTTPGBL


	
HTTPREQ-nnn


	
HTTPAPI-nnn




LIST CB HTTPREQ および LIST CB HTTPAPI の場合は、0 から 999 の間のインデックスを指定する必要があります。さらに、インデックスと制御ブロック名の間を、スペースは入れずに 1 つのダッシュ (-) で区切る必要があります。例:

LIST HTTPREQ-0

または

LIST HTTPAPI-900


	FILES
	
オプションで、XAPI サーバーの制御ファイル、ログファイル、およびトレースファイルのフルパス名を表示するように指定します。


	HISTORY
	
オプションで、過去 24 時間の XAPI トランザクション数の履歴を表示するように指定します。


	LOG
	
オプションで、現在の XAPI サーバーのログ設定を表示するように指定します。これは、パラメータを指定せずに LOG コマンドを発行することと同等です。


	MSGLVL
	
オプションで、現在の XAPI サーバーのメッセージレベル設定を表示するように指定します。これは、パラメータを指定せずに MSGLVL コマンドを発行することと同等です。


	SERVER
	
オプションで、現在の XAPI サーバーと UNIX のバージョン、関連パラメータと環境変数、および共有セグメントとメッセージキューを表示するように指定します。

オプションで、PROCESS キーワードを含めることにより、すべてのアクティブな XAPI サーバープロセス ID、スレッドおよび開いているファイルの数、CPU およびメモリーの使用量も表示するように要求できます。


	PROCESS
	
SERVER とともに指定された場合、PROCESS キーワードは、すべてのアクティブな XAPI サーバープロセス ID、スレッドおよび開いているファイルの数、CPU およびメモリーの使用量も表示するように要求します。


	TASKS
	
オプションで、現在の XAPI サーバーのシステムタスクおよび作業タスクを表示するように指定します。


	TRACE
	
オプションで、現在の XAPI サーバーのトレース設定を表示するように指定します。これは、パラメータを指定せずに TRACE コマンドを発行することと同等です。


	XAPI
	
オプションで、現在の XAPI サーバーのリスナーポートおよび IP アドレスを表示するように指定します。

オプションで、IO キーワードを含めることにより、すべての XAPI サーバーリスナーの統計情報も表示するように要求できます。








例

次の例では、ユーザーは LIst コマンドを発行して、現在の XAPI サーバーのリスナーポート、IP アドレス、およびリスナーのステータスを表示します。

XCMD LIST XAPI IO








MSGLVL

次のセクションでは、MSGLVL コマンドについて説明します。


説明

MSGLVL コマンドは、XAPI サーバーのメッセージの冗長度を変更または一覧表示します。





構文

次の図は、MSGLVL コマンドの構文を示しています。


図4-3 MSGLVL コマンドの構文

[image: 図4-3 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図4-3に示すように、MSGLVL コマンドには次のパラメータが含まれます。

	LIst
	
現在の MSGLVL 設定を表示するように指定します。コマンドパラメータが指定されていない場合のデフォルトは LIst です。


	level
	
目的の MSGLVL 設定を指定します。レベルが高いほど、XAPI サーバーのメッセージングは冗長になります。メッセージレベルは累積されます。MSGLVL 8 では、MSGLVL 8 以下のすべてのメッセージが生成されます (つまり、MSGLVL 0 から 8 までが生成されます)。メッセージレベルの概要は次のとおりです。

	
0 - 通常の起動、停止、およびエラーメッセージ。これらのメッセージは抑制できません。


	
4 - 重大な警告メッセージ。


	
8 - マイナー警告メッセージ。


	
12 - 起動パラメータおよびオプションメッセージ。


	
16 - 追加の起動および停止メッセージ。


	
20 - 追加の診断レベル 20 メッセージ。


	
24 - 追加の診断レベル 24 メッセージ。


	
28 - 追加のタスク起動および停止メッセージ。





	OFF
	
すべての冗長メッセージを無効にするように指定します。これは MSGLVL 0 と同等です。








例

次の例では、ユーザーは MSGLVL コマンドを発行して、すべての警告メッセージを含めるように XAPI サーバーのメッセージングを変更します。

XCMD MSGLVL 8








TRACE

次のセクションでは、TRACE コマンドについて説明します。


説明

TRACE コマンドは、XAPI サーバーのトレース設定を変更または一覧表示します。




	
注記:

	
トレースファイルの名前と場所は、ACSLS 環境変数によって設定され、デフォルトでは DV_TAG_XAPI_WORK_PATH 変数内のファイル名 vtrace.file に設定されます。


	
トレースはシステムのパフォーマンスにかなり影響することがあります。Oracle StorageTek サポートから要求された場合のみトレースを ON にしてください。


	
TRACE コマンドでは、現在定義されている上記の TRACE 設定よりも多くの位置 (16) を 0 と 1 で設定および表示できます。これは将来の拡張を考慮したもので、余分な 0 または 1 の TRACE 設定は単に無視されます。
















構文

次の図は、TRACE コマンドの構文を示しています。


図4-4 TRACE コマンドの構文

[image: 図4-4 については、周囲のテキストで説明しています。]






パラメータ

図4-4に示すように、TRACE コマンドには次のパラメータが含まれます。

	LIst
	
オプションで、現在のトレース設定を表示するように指定します。コマンドパラメータが指定されていない場合のデフォルトは LIst です。


	trace_setting
	
オプションで、目的のトレース設定を「0」と「1」から成る一連の文字で指定します。0 は、目的の定位置トレース設定を OFF (無効) にするように指定します。1 は、目的の定位置トレース設定を ON (有効) にするように指定します。指定した値によって現在のトレース設定全体が置き換えられます。マージされるのではありません。定位置トレース設定は次のとおりです。

	
1 - エラーを追跡してトレースファイルに書き込みます。


	
01 - TCP/IP の関数およびイベントを追跡してトレースファイルに書き込みます。


	
001 - PGMI または ACSAPI の関数およびイベントを追跡してトレースファイルに書き込みます。


	
0001 - 未分類の XAPI サーバーのイベントを追跡してトレースファイルに書き込みます。


	
00001 - malloc() および free() のイベントを追跡してトレースファイルに書き込みます。


	
000001 - XML パーサーのイベントを追跡してトレースファイルに書き込みます。


	
0000001 - コマンドサーバープロセスのイベントを追跡してトレースファイルに書